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CCS/CCUSとは？

CCS = Carbon dioxide Capture and Storage =二酸化炭素回収・貯留（技術）

CCUS = Carbon dioxide Capture, Utilization and Storage =二酸化炭素回収・有効利用・貯留（技術）

資源エネルギー庁

CO2有効利用の例

・古い油田にCO2を注入し、油田に残った原油を押しだす（CO2は油田内
に貯留）＝原油増進回収（EOR: Extended Oil Recovery）

・CO2を産業用シールドガス、炭酸水、ドライアイス原料とする（直接
利用）

・CO2と水素を反応させ、メタンなどの化学原料にする（カーボンリサ
イクル）

・CO2とグリーン水素から合成燃料（e-fuel）をつくる（カーボンリサイ
クル）

九州電力 資源エネルギー庁
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4 Steps of CCS

分離・回収

圧縮・脱水

輸送（移送）

圧入（注入）
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地球の平均気温の上昇を1.5 ˚C未満に抑えるには、
CCUSは必須の戦略（方策）である。

米国ではCCSに力を入れている
• CO2 注入による原油増進回収（EOR）
• CO2の地下貯留のための地理学
• CO2分離を前提とした天然ガス処理プラント

連邦税額控除
• CO2貯留：$50/t
• CO2を回収し、EORに使用：$35/t

出典: Global CCS Institute, 2020

2020
40 Mtpa

2050
Need 5,635 Mtpa

CO2 Capture, Utilization and Storage = CCUS

CO2 回収・有効利用・貯蔵の必要性

EOR: Enhanced Oil Recovery

Mtpa: million tons per annual, 百万トン／年
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CO2 回収
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ケミカルルーピング燃焼技術は、石炭やバイオマスなどの燃料を、空気
中の酸素を用いずに、酸化鉄などの金属酸化物中の酸素を使って燃焼さ
せる技術であり、燃焼排ガス中に空気由来の窒素や窒素酸化物が混入し
ないため、容易に高純度のCO2を分離・回収できる

Condens
ation

H2O

～80%CO2

413 ppm CO2
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CO2 回収技術ー燃焼排ガス及び大気中からのCO2回収

CO2回収

吸収法

>40 USD/t(CO2)

物理吸収

ﾒﾀﾉｰﾙ
ｸﾞﾘｺｰﾙ

系

ｲｵﾝ性

流体

化学吸収

アミン

溶液

ｱﾙｶﾘ

溶液

ｱﾝﾓﾆｱ

溶液

吸着法

>50 USD/t(CO2)

物理吸着

ｾﾞｵﾗｲﾄ

（モレ

キュラー

シーブ）

ｼﾘｶｹﾞﾙ 活性炭

金属

有機

構造体

(MOF）

化学吸着

金属

酸化物

アミン

強化

吸着剤

修飾

金属

有機

構造体

膜分離法

>15 USD/t(CO2)

出典: Carbon Capture from Flue Gas and the Atmosphere: A Perspective. Frontiers in Energy Res., 2020
Carbon cost from : Review of Cryogenic Carbon Capture Innovations and Their Potential Applications. J. Carbon Res. 2021.

注：これら以外にも深冷分離法（蒸留法）がある

有機膜

・PI
・CA
・PS
・PC

無機膜

・ｾﾞｵﾗｲﾄ
・ｼﾘｶ系ｱﾓ
ﾙﾌｧｽ
・ｶｰﾎﾞﾝ

促進輸送
膜

/イオン
液体含有

膜

PI：ﾎﾟﾘｲﾐﾄﾞ
CA：酢酸ｾﾙﾛｰｽ
PS：ﾎﾟﾘｽﾙﾎﾝ
PC：ﾎﾟﾘｶｰﾎﾞﾈｰﾄ
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CO2 回収における課題
Where can filtration and separation help you?

上流工程

原料には粒子状汚染物質、液体の炭化水
素、水銀、グリコール、メタノール、水、ワッ
クス、塩（えん）が含まれている場合がある。

これらの汚染物質は、コンプレッサー
の信頼性低下、アミンシステムの泡立
ち、腐食の進行、吸収液の寿命短縮、
処理能力の低下、等の原因となりえる。

水銀はアルミ製熱交換器のLME（液体
金属脆化）や労働安全衛生に多大な影
響を及ぼす。
LME: Liquid Metal Embrittlement

下流工程

排出CO2ガス中には、アミン/ベンフィール
ド溶液（いずれもCO2吸収液）、グリコー
ル、水が含まれている場合がある。
これらの汚染物質はドライヤーやコンプ
レッサーなどの下流工程の設備に悪影響を
及ぼす。

配管内のスケールや錆などの固形汚染物質
はCO2貯留や有効利用の妨げになる。

貯留層の圧力管理のために、遺留水を取り
除いたり、注入したりしなければならない
場合がある。
遺留水（connate water）：水成の堆積岩｛たいせきがん｝中
に、堆積時の水が閉じ込められて、地下の岩石の孔隙｛こうげ
き｝、もしくは割れ目内に存在するもので、同源水ともいう。
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Challenges in CO2 capture
Where can filtration and separation help you?

Gas Processing Stages

1. 分離 / 圧縮

6. コンデン
セートの安
定化

2. 酸性ガス
除去

3. 脱水 4. 水銀 (Hg) 

除去
5. NGLの分離 / 

精留

7. 液化

Hg

天然ガス液
(C3:プロパン～C10:デカン）

H2S and 

CO2

H2O

C5（ペンタン）
以上の液体炭化
水素

原料ガス
（天然ガス）

LNGとして
輸出

CCSを伴うガス処理／天然ガス処理の概要

天然ガスとして

パイプラインで移送

圧縮・脱水
CO2分離・
回収

輸送／移送
注入・貯留
（有効利用）

4. 水銀 (Hg) 

除去

NGL: Natural Gas Liquid

コンデンセート：地下で気体状で存在している炭化水素を地上で採取する際、
凝縮する液体（油）をコンデンセート油、または単にコンデ
ンセートという。NGLもコンデンセート
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酸性ガス処理工程でのろ過と分離

2. スイートガスから、気/液コ
アレッサーにより粒子状汚染
物質と液体状汚染物質を取
り除く

3

3

2
5

1

4

1. 酸性ガスから、気/液
コアレッサーにより粒子状
汚染物質と液体状汚染
物質を取り除く

1

2

3

3

4

5. コンプレッサー潤滑油及び
脱水システムのグリコールを除
粒子フィルターで清浄化する

4. 出口ガス(CO2)から、除粒子
フィルターと気/液コアレッサーにより
粒子状汚染物質と液体状汚染物
質(吸収溶媒や水)を取り除く

3. 吸収溶媒から、除粒子フィ
ルターと液/液コアレッサーに
より粒子状汚染物質と液体
状汚染物質を取り除く

コンプレッサー

吸収塔 熱交換器

ストリッパー

5

圧縮CO2

Sour Gas：酸性ｶﾞｽ（ H2SやCO2）含有量の多いガス

注記：石油精製では
Sour Gas：サワーガス、H2S含有量の多い天然ガス
Sweet Gas：スイートガス、H2S含有量の極めて少ない天然ガス

Sweet Gas：H2SやCO2含有量の極め
て少ないガス
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酸性ガス処理：アミンシステム入口へのコアレッサー設置

Pall Recommendation: 

高効率気/液コアレッサーをアミンシステムの入口と出口に設置し、
混入するエアロゾルと粒子状汚染物質を取り除く。

Goals: 
1. フィードガスからの粒子状汚染物質、炭化水素、グリコール、有機酸の除去

• アミン容器の泡立ちの抑制
• 腐食の低減、熱安定性塩の生成抑制
• ガス処理能力低下の防止

2. アミン溶液のキャリーオーバーの低減
• 溶液ロスの低減、下流の装置の腐食低減、下流の装置の保護（ドライヤー、
水銀除去装置）

3. アミンシステムのボトルネック解消（処理能力の最大化）

気/液コアレッサー
= ガス中からの粒子と
液滴の除去

有機膜
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酸性ガス処理：アミン循環システムでの除粒子

熱交換器を閉塞する
黒色固形異物

アミン溶液ろ過フィルター

公称5 µm 定格70 µm 定格10 µm 定格5 µm

TSS
93 mg/L

TSS
73 mg/L

TSS
<5 mg/L

TSS
<5 mg/L

アミン溶液の外観比較

問題点

•アミン溶液の清浄度要求<10 mg/Lを達成できて
いない（公称ろ過精度5 µmフィルターが設置）

•ファウリングにより、15％の性能低下がみられた

Pallの解決策

•Pallの定格ろ過精度のフィルターを設置

•70 µm⇒10 µm⇒5 µmフィルターと除々にアミン
溶液の清浄度を改善。質量汚染濃度(TSS)が5 
mg/L以下となり、ファウリングはなくなった

フィルターコスト：4万7千ドル/年削減

投資回収期間：1か月
（不具合低減効果含む）
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酸性ガス処理：液／液コアレッサー（LLC）

Pall Recommendation: 

アミン溶液循環システム(リッチアミンループ)にPhaseSep LLCを設置

液/液コアレッサー
= 異種の液滴を
除去する

Goals: 

1. アミン溶液の泡立ちを防止するために、液体炭化水素を取り除
く

2. 吸着剤（活性炭）の寿命を延ばす（> 2 years）

3. 脱硫工程の安定稼働のために、炭化水素のキャリーオーバーを
抑制する

入口 出口
（10µm除粒子ﾌｨﾙﾀｰ）

出口
（PhaseSep）

リッチアミン（DEA 25 %）
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吸収塔ーメンブレンコンタクター：H2 / CO2 膜の保護

Pall Recommendation: 
SepraSol 気/液コアレッサー

LG Coalescer
= removal of 

solids & Liquids

CO2 Membrane Protection
Eromanga Basin , Qld, Australia

• Membrane Contactors: H2 & CO2 Membranes 
• メンブレンコンタクター（膜接触器）は汚染物質感度が高い（固形汚染
物質、液体汚染物質とも）

• 汚染物質を取り除く事で膜寿命が改善し、処理能力も維持できる

• 新規設備だけでなく、既存設備にも有効

• 代表的な設置個所 : 
o メンブレンコンタクター入口

o ライセンサーによって、高効率LGC、活性炭吸着塔、除粒子フィ
ルターが指定される

Membrane contactor is a device containing a ceramic or polymeric porous membrane in which the objective is to promote the contact between two phases (gaseous phase and liquid phase) 
for the purpose of mass transfer between the phases, without dispersing one phase into the other.



Confidential - Company Proprietary

Challenges in CO2 capture
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コンプレッサー

Pall Recommendation: 
SepraSol LG Coalescer

LG Coalescer
= removal of 

solids & Liquids

Goals: 
1. 粒子状汚染物質、炭化水素（液体）、遊離水、塩の蓄積からコンプ

レッサーを保護
2. シール不具合の低減
3. （低粘度/低引火点の炭化水素の混入による）潤滑油希釈の防止、引火

点低下の防止
4. コンプレッサーの信頼性改善

セプラゾール：
出口液体（遊離）濃度： <0.011 ppmw (L.A.S.E. test)
除粒子：0.3 µm @ 99.7 % (NaCl aerosol test)

H2 Compressor, Qld, Australia
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コンプレッサー： Case Study

Pall Recommendation: 
SepraSol Plus LG Coalescer

LG Coalescer
= removal of 

solids & Liquids

Offshore North Sea

問題:  6か月で500 kgもの塩が蓄積し、コンプレッサーが頻繁にトリップし
ていた。

SLSの現地試験により、1,860 ppmwもの遊離水と塩が入口ガス中
に存在していることが分かった。

解決策: セプラゾールプラス（110本）のLGCを設置（pre-separationあり）

運転圧力: 4.5 MPaG

流量： 363 t/hr
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脱水：吸着法
Molecular Sieve（吸着剤）

3

1

1. LGCで入口ガスから
液体汚染物質を除去

2

2. ガス除粒子フィルターで出口
ガスから吸着剤微粉末を除去

3. ガス除粒子フィルターで再生ガスから粒子状汚染物質を除去
（吸着剤再生時に吸着塔を加温する場合がある=TSA。この場合は排出
される再生ガスの温度は高くなっている。）

(R
eg

en
er

at
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n
)

(i
n

 O
p

er
at
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n

)
吸着塔

Molecular Sieve（モレキュラーシーブ）:本来は分子篩の意味。吸着剤としてのモレキュラーシーブの代表例はゼオライト。
Zeolite（ゼオライト）：沸石。分子篩特性とイオン交換能をもつ結晶性アルミノケイ酸塩。天然ゼオライトと合成ゼオライトがある。

再生ガス

4

一時貯蔵
又は

次工程へ

4. コンプレッサー潤滑油の
ろ過、浄油機(HNP/HDP)、
ブリーザーフィルター
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脱水：吸着法
Molecular Sieve – Case Study

25

劣化した吸着剤

既設のセパレーター
を取り外し

Pall気/液コアレッサー
を設置

問題：吸着塔への液体状汚染物質の持ち込みがあり、

• 頻繁な再生処理
• 吸着剤の劣化
• ファウリングによる吸着剤の早期交換
• チャネリング
• 下流設備の汚染

などの問題があった。

解決策:

1. 吸着塔の前段に高効率気/液コアレッサーを設置
2. 吸着塔の後段に定格ろ過精度の除粒子フィルターを設置

効果:

- 吸着剤の寿命延長（4年超）
- 吸着剤の交換に関わるコストの削減（交換のための1週間のシャッ
トダウンによる機会損失削減も）

気/液
ｺｱﾚｯｻｰ

水分
吸着塔

除粒子ﾌｨﾙﾀｰ
次工程へ
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脱水：吸収法
Glycol Dehydration

1

1. LGCで入口ガスから固形汚染物
質と液体汚染物質を取り除く

3
リボイラ：蒸留塔の塔底液または中間段から抜出し
た液を加熱，沸騰させて蒸気または気液二相流で再
び蒸留塔に返す熱交換器

除粒子フィルター
（液体）

除粒子フィルター
（液体）

3. グリコール循環ラインから固形汚染物質
を取り除く

気/液コアレッサー

気/液コアレッサー

軽質炭化水素

フラッシュタンク：高圧蒸気ドレンを受入れ、器内圧をこれより低い圧力に保持し、低圧
蒸気ドレンとの顕熱差分の熱を再蒸発させて低圧蒸気を作り出して再利用する圧力容器

Pall Recommendation: 
・入口ガス(wet gas)と出口ガス(dry gas)に気/液コアレッサー

・グリコール循環ラインに除粒子フィルター

2. LGCで出口ガスからグリコールを
取り除く（キャリーオーバー防止）

リッチグリコール

3

リーングリコール

熱交換器

リッチ
グリコール

リーン
グリコール
ポンプ

入口ガス
(wet gas)

出口ガス
(dry gas) 2

吸収塔
(グリコールコンタクター)

水蒸気
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27L/G Coalescer on outlet gas
NT, Central Australia

問題: 
コンプレッサー潤滑油のキャリーオーバーによりグリコール脱水ユニットに
泡立ちの問題があった。また、グリコール（TEG: triethylene glycol）が暗
色化（茶色～黒色）。TEGは本来無色透明の液体。

影響:
ガス処理プラントの処理能力低下
出口ガス（生産ガス）の品質低下（オフスペック）
配管の腐食
リボイラーの汚染（保全費用の増加）

対策:
1. 入口ガス(wet gas)に高効率気/液コアレッサーを設置
2. 出口ガス(生産ガス)にも高効率気/液コアレッサーを設置
3. グリコール循環ラインのノミナルフィルターを定格ろ過精度フィルターに変更

効果:
- 泡立ちの問題解消
- 設計通りの処理能力へ回復
- 出口ガス（生産ガス）の品質改善（オンスペック）
- 生産性の改善

脱水：吸収法
Glycol Dehydration – Case Study
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Challenges in CO2 capture
Where can filtration and separation help you?

Gas Processing Stages

1. 分離 / 圧縮

6. コンデン
セートの安
定化

2. 酸性ガス
除去

3. 脱水 4. 水銀 (Hg) 

除去
5. NGLの分離 / 

精留

7. 液化

Hg

天然ガス液
(C3:プロパン～C10:デカン）

H2S and 

CO2

H2O

C5（ペンタン）
以上の液体炭化
水素

原料ガス
（天然ガス）

LNGとして
輸出

CCSを伴うガス処理／天然ガス処理の概要

天然ガスとして

パイプラインで移送

圧縮・脱水
CO2分離・
回収

輸送／移送
注入・貯留
（有効利用）

4. 水銀 (Hg) 

除去
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ガスのパイプライン輸送/移送：除粒子フィルター

Pall Recommendation: 
Coreless or MCC1401 Dust Filter 

Particulate 
filter 
= removal of 

solids

ガス輸送パイプライン

目的: 

1. 計量機器や制御弁、コンプレッサーを保護するために、配管ス
ケールや錆などの固形汚染物を取り除く

#600 Coreless Filter, UAE
36” NB Pipeline, 700 MMscfd, 6 MPaGMCC1401 style:  Single open end with internal O-ring, Tin plated carbon steel core, stainless steel end cap

MMscfd: million standard cubic feet per day 標準状態（15.6 ˚C、1気圧、水蒸気飽和）でのガス流量 百万立方フィート／日
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Challenges in CO2 capture
Where can filtration and separation help you?

Gas Processing Stages

1. 分離 / 圧縮
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CCSを伴うガス処理／天然ガス処理の概要

天然ガスとして

パイプラインで移送

圧縮・脱水
CO2分離・
回収

輸送／移送
注入・貯留
（有効利用）

4. 水銀 (Hg) 

除去

NGL: Natural Gas Liquid

コンデンセート：地下で気体状で存在している炭化水素を地上で採取する際、
凝縮する液体（油）をコンデンセート油、または単にコンデ
ンセートという。NGLもコンデンセート
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ガス注入：除粒子フィルター

Pall Recommendation: 
Coreless or MCC1401 Dust Filter 

Particulate 
filter 
= removal of 

solids

原油増進回収のためのガス注入

目的: 
1. 貯留層の目詰まりを防ぐために、吸着剤微粉末や配管スケール、錆などの固形

汚染物質を取り除く

#2500 gas re-Injection filter
Bayu Undan Timor Sea
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【参考】Water Injection- Particulate filter

Particulate 
filter 
= removal of 

solids

水注入：原油増進回収、随伴水の廃棄

すき間の多い
岩石の層

小さな粒子が空
隙に入り込む
（目詰まり）

大きな粒子が坑井表
面にケーキ層を作る

• 透過性と細孔径の経験則:平均細孔径（µm）は透過性（md）の
二乗根 (Harris & Odom) 

• 細孔径の1/3 – 1/7則（経験則）:細孔径の1/3～1/7より小さな粒
子は細孔を閉塞しにくい (Abrams)

• 貯留層の細孔径によっては、厳密なろ過が求められる。

• 注入水から粒子状汚染物質を効率的に、かつ連続的に除去しな
ければならない。そうしないと注入井が汚染される（貯留層が
目詰まりする）。

貯留層の
透過性 (md)

平均細孔径
(µm)

1/3 – 1/7 経験則に基づく
要求ろ過精度 (µm)

100 10 1.4～3.3

200 14.1 2～4.7

300 17.3 2.4～5.7

500 22.4 3.2～7.4

md: millidarcy
The darcy is referenced to a mixture of unit systems. A medium with a permeability of 1 darcy permits a 
flow of 1 cm3/s of a fluid with viscosity 1 cP (1 mPa·s) under a pressure gradient of 1 atm/cm acting across 
an area of 1 cm2

注入流体の流れ

注入流体
の流れ

粘土層

坑井

注記: 貯留層の目詰まり防止としては、CO2注入でも同様のフィルタータイプ及びろ過精度を選ぶ。
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CCS –高濃度CO2（Dense Phase）注入：除粒子フィルター

Pall Recommendation: 

ウルチプリーツハイフロー フィルター

Particulate 
filter 
= removal of 

solids

地下貯留のためのCO2注入

Goals: 

1. 貯留層の汚染を防ぐために、配管スケールや錆などの固形汚染物質を
取り除く

注記: dense phase CO2の挙動は気体のCO2とは異なる。液体または臨界状態（気
体とも液体ともつかない状態）であり、フィルターは液体用のろ過精度を適用
する。

Ultipleat HighFlow filter with QOC

QOC: Quick Opening Closure
CO2の臨界温度は31.1 ˚C。これ以下の温度で加圧すると液体になり、これ以上の温度で加圧すると超臨界流体となる。
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高濃度CO2（Dense Phase）

二酸化炭素の状態図

CO2の密度
気体：1.977 kg/m3 (0 ˚C, 1 atm)
液体：1030 kg/m3 (-20 ˚C, 1.967 MPa)
超臨界：200～1000 kg/m3 (>31.1 ˚C, 7.4 – 80 MPa)
固体：1566 kg/m3 (-80 ˚C)

CO2の粘度
気体：0.0147 cP (20 ˚C, 1 atm)
液体：0.079 cP (20 ˚C, 7.4 MPa)
超臨界：0.022 cP (31.1 ˚C, 7.4 MPa)

水素の状態図

（炭酸ガス）

（液化炭酸ｶﾞｽ）

（ドライアイス）

（超臨界CO2）
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CCS –高濃度CO2（Dense Phase）注入
Case Study

Benfieldプロセスユニットから排出されるCO2（飽和の水分を含む）を脱
水し、加圧して超臨界CO2（dense phase）とし、パイプラインで輸送して
貯留層に注入する（CCS）。

南オーストラリア
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Flow Min m3/hr Flow Max m3/hr

Summer- 21 MMscfd 64.1 119.5

Winter- 21 MMscfd 51.9 100.2

Summer- 40 MMscfd 122.1 227.6

Winter- 40 MMscfd 98.8 190.8

-19% -16%

-19% -16%

MMscfd: million standard cubic feet per day 標準状態（15.6 ˚C、1気圧、水蒸気飽和）でのガス流量 百万立方フィート／日

CO2の密度
気体：1.977 kg/m3 (0 ˚C, 1 atm)
液体：1030 kg/m3 (-20 ˚C, 1.967 MPa)
超臨界：200～1000 kg/m3 (>31.1 ˚C, 7 – 80 MPa)
固体：1566 kg/m3 (-80 ˚C)

CCS –高濃度CO2（Dense Phase）注入
Case Study
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Particulate 
filter 
= removal of 

solids

CO2 Injection for underground CO2 storage
CCS Project, Central Australia, 
1.7 Mt/day CO2 injection 

Operating Conditions:  
流体: 超臨界CO2 ( Dense Phase)
流量:    51.9～227 m3/hr
密度: 374～861 kg/m3

圧力: 8～13.5 MPaG
温度: 14～40 ˚C

Mechanical Design:
ASME VIII, Div 1 with “U” stamp
設計圧力 / 温度:  14.6 MPaG / 70 ˚C
設計最低温度: -45 ˚C
材質: Low Temp Carbon Steel 
寸法: 450mm NB Diameter x 2600mm long
フィルター: 3 X HFU660GF010H ( 1 µm)×4基
Award 2022 / Start Up 2024

CCS –高濃度CO2（Dense Phase）注入
Case Study
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CCS - Dense Phase CO2 Injection- Case Study

Particulate 
filter 
= removal of 

solids

Pall Recommendation: 
HFU  ( Dense Phase)

酸化鉄（マグネタイト）
オキシ水酸化鉄（ゲータイト=針鉄鋼）
オキシ水酸化鉄（レピドクロサイト=鱗鉄鋼）
シデライト（＝菱鉄鋼）

平均粒径：13.1 µm
10%粒径 (D10)：0.41 µm
50%粒径 (D50)：1.59 µm
90%粒径 (D90)：43.3 µm
（最頻出径：約0.4 µm）
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CCS - Dense Phase CO2 Injection- Case Study

Particulate 
filter 
= removal of 

solids

Pall Recommendation: 
HFU  ( Dense Phase)

#900 Coreless Filter, Central Australia
6” NB Pipeline, 40 t/hr (106 m3/hr) 
Black Powder Removal  

Black powder is a corrosive substance formed by the reaction of water, carbon dioxide, and sulfur-containing compounds with steel. This compound is a commonly occurring side effect of the transport 
of oil and gas via steel pipelines. Black powder typically consists of fine contaminants (1-10 microns) that can be easily dispersed throughout a pipeline network causing damage.
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SLS
Global Technical Support

Pall社の提供する製品群が、お客様のご期待通りの

役割を果たすように技術的なサポートをする組織が

SLSです。

• フィルターの性能試験（ラボスケール／パイロットスケール）

• お客様と協働し、プロセスの最適化に貢献します。また、ろ

過・分離・精製に関するセミナーやトレーニングを提供します。

• お客様がろ過・分離・精製に関する問題を抱えている場合、現

地調査も含め、問題解決に貢献します。

• Pall社のテクノロジーの学会発表や雑誌投稿

• 規格（ISOやJIS）作成技術小員会での規格審査や原案作成

400名以上の技術者が
在籍しています

Pallのテクニカルサポート
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Pall Corporation: a proven record of Innovation and 
Technology Development – Let us partner with you to 
optimize your process

Thank you for your attention.

ANY QUESTIONS?

Please write to 
Geetha_Sanjeev@pall.com
toshi_sato@pall.com

mailto:Geetha_Sanjeev@pall.com
mailto:toshi_sato@pall.com

